
科目名 1年

学
期

月
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数
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分
1
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数

評
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区
分
1

9 10

11

11

8 8

13

13
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期
中
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考
査
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学
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考
査
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学
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中
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考
査
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学
期
期
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考
査

学
年
末
考
査

教科名 理科 理科a・ b 履修学年 中学・高校 全クラス

学習目標
自然の事物・ 現象に関わり ， 理科の見方・ 考え方を働かせ， 見通し をも っ て観察， 実験を行う こ と などを通し て， 自然の事物・ 現象を科学的に探究するために必要
な資質・ 能力を育成する。

評価方法
評価観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む姿勢

単位数 4
使用教科書
補助教材等

啓林館　 未来へ広がる サイ エン ス　 1

担当者
啓林館　 サイ エン スワーク 　 1理科a： 数田 雪晴

理科b： 樺山 裕子

評価規準

自然の事物・ 現象を身近なも のと 関連付けながら 基
本的な概念や原理・ 法則などを理解すると と も に、
科学的に探究するために必要な観察、 実験などに関
する基本操作や記録などの基本的な技能を身に付け
ている。

自然の事物・ 現象について、 問題を見いだし 見通し を
も っ て観察・ 実験などを行い、 規則性や関連性、 また
は分類の観点や基準などを見いだし て表現するなど、
科学的に探究し ている。

自然の事物・ 現象に進んで関わり 、 見通し をも っ たり
ふり 返っ たり するなど、 科学的に探究し よう と し てい
る。

各観点の授業内
評価方法等

定期考査 定期考査 授業ノ ート

実験・ 観察プリ ント やレポート

学期末の
各観点比率(%) 50% 30% 20%

授業計画

理科a
学習内容・学習単元・学習到達目標等

理科ｂ
学習内容・学習単元・学習到達目標等

実験・ 観察に取り 組む姿勢

実験・ 観察プリ ント やレポート

3

1

2

3

1

4

5

6

7

8

2

9

10

11

12

１ 章 光によ る 現象　 １ . 光の進み方

　 ２ . マグマの性質と 火山　 ３ . マグマから でき た岩石

　 ４ . 日本列島の火山

４ 章 語る 大地　 １ . 地層のでき 方

　 ２ . 地層の岩石

　 ３ . 地層・ 化石と 大地の歴史

　 ４ . 大地の恵みと 災害

＜光・ 音・ 力によ る 現象＞

　 ３ . 背骨のない動物

　 ４ . 動物の分類

＜身のまわり の物質＞

　 ２ . 状態変化と 温度

　 ３ . 混合物の分け方

＜活き ている 地球＞

１ 章 身近な大地　 １ . 身近な大地の変化

　 ２ . 地域の大地の観察

２ 章 ゆれる 大地　 １ . ゆれの発生と 伝わり 方

　 ２ . ゆれの大き さ 　 ３ . 日本列島の地震

３ 章 火を ふく 大地　 １ . 火山の噴火

　 １ . 気体の区別

　 ２ . 身のまわり のも のから 発生し た気体の区別

　 ２ . 子葉、 葉、 根のつく り

　 ３ . 種子をつく ら ない植物

　 ４ . 植物の分類

２ 章 動物の特徴と 分類

　 １ . 動物の体のつく り と 生活

　 ２ . 背骨のある動物

１ 章 いろ いろ な物質と その性質　 １ . 物質の区別

　 ２ . 重さ ・ 体積と 物質の区別

２ 章 いろ いろ な気体と その性質

＜自然の中にあふれる 生命＞

  身のまわり の生物の観察

  生物のなかま分けのし かた

＜いろ いろ な生物と その共通点＞

１ 章 植物の特徴と 分類　 １ . 花のつく り

　 ２ . 力の大き さ のはかり 方

　 ３ . 重さ と 質量

　 ４ . 力の表し 方

　 ５ . １ つの物体に２ つの力がはたら く と き

　 ２ . 光が通り ぬけると き のよう す

　 ３ . レンズのはたら き

２ 章 音によ る 現象

　 　 　 １ ． 音の伝わり 方

　 　 　 ２ ． 音の大小と 高低

３ 章 力によ る 現象　 １ . 力のはたら き

1
学
期
中
間
考
査

1
学
期
期
末
考
査

2
学
期
中
間
考
査

2
学
期
期
末
考
査

学
年
末
考
査

３ 章 水溶液の性質

　 １ . 物質のと け方

　 ２ . 濃さ の表し 方

　 ３ . 物質のと り 出し 方

４ 章　 物質のすがたと その変化

　 １ . 物質のすがたの変化



科目名 2年

学
期

月
時
間
数

評
価
区
分
1

時
間
数

評
価
区
分
1

9 9

11 10

8 8

13 13

9 8

学
年
末
考
査

３ 章　 動物の体のつく り と はたら き 　 １ ． 栄養分を取り 入れる 　 　 　 ４ ． 放射線の発見と その利用

　 　 　 ２ ． 動物の呼吸 ３ 章　 電流と 磁界　 １ ． 磁界

2
　 　 　 ３ ． 不要な物質のゆく え 　 　 　 ２ ． モータ ーのし く み

　 　 　 ４ ． 物質を 運ぶ 　 　 　 ３ ． 発電機のし く み3

1
　 　 　 ３ ． 水や栄養分を 運ぶ

学
年
末
考
査

　 　 　 ３ ． 電流の正体

2

9
　 　 　 ２ ． 物質が酸素と 結びつく 変化

　 　 　 ４ ． 化学変化と 熱の出入り １ 章　 電流の性質　 １ ． 電流が流れる 道すじ

3
　 　

2
学
期
中
間
考
査

　 　 　 ３ ． 天気の変化がも たら す恵みと 災害 ２
学
期
中
間
考
査

　 　 　 ３ ． 酸化物から 酸素を 取り 除く 変化 ＜電流と その利用＞

　 　 　 ２ ． 植物の呼吸

8

2
学
期
期
末
考
査

11
１ 章　 生物の体をつく るも の　 １ ． 生物の体の成り 立ち 　 　 　 ５ ． 電流、 電圧、 電気抵抗の求め方

　 　 　 ２ ． 細胞のつく り 　 　 　 ６ ． 電流のはたら き を 表す量

　 　 　 ３ ． 細胞のはたら き ２ 章　 電流の正体　 １ ． 静電気

12
２ 章　 植物の体のつく り と はたら き 　 １ ． 栄養分をつく る

10
４ 章　 化学変化と 物質の質量　 １ ． 化学変化の前後での物質の質量 　 　 　 ２ ． 回路に流れる 電流

　 　 　 ２ ． 反応する 物質どう し の質量の割合 　 　 　 ３ ． 回路に加わる 電圧

＜生物の体のつく り と はたら き ＞ 2
学
期
期
末
考
査

　 　 　 ４ ． 電圧と 電流の関係

　 　 　 ２ ． 静電気と 電流の関係

　 　 　 ２ ． 雲のでき 方

　 　 　 ２ ． 水溶液に電流を 流し たと き の変化 1
学
期
期
末
考
査

　 　 　 ３ ． 空気にふく まれる 水蒸気の量

４ 章　 大気の動き と 日本の四季　 １ ． 陸と 海の間の大気の動き

　 　 　 １ ． 日本の季節によ る 天気の特徴を も たら すも の

　 　 　 ２ ． 日本の四季の天気

1

4
＜化学変化と 原子・ 分子＞ 1

学
期
中
間
考
査

＜地球の大気と 天気の変化＞ １
学
期
中
間
考
査

２ 章　 物質の表し 方　 １ ． 物質を あら わす記号 １ 章　 地球をと り 巻く 大気のよう す　 １ ． 大気の中ではたら く 力

　 　 　 ２ ． 物質を 表す式 　 　 　 ２ ． 大気のよ う すを 観測する

１
学
期
期
末
考
査

6
　 　 　 ３ ． 物質のも と になる 粒子 ３ 章　 天気の変化と 大気の動き 　 １ ． 風がふく し く み

　 　 　 ４ ． 原子が結びついてでき ている 粒子 　 　 　 ２ ． 大気の動き によ る 天気の変化

３ 章　 さ まざまな化学変化　 １ ． 物質どう し が結びつく 変化 　 　 　 ３ ． 地球規模での大気の動き

7

5
　 　 　 ３ ． 化学変化を 表す式 ２ 章　 大気中の水の変化　 １ ． 霧のでき 方

１ 章　 物質の成り 立ち 　 １ ． 物質を 加熱し た時の変化

学期末の
各観点比率(%) 50% 30% 20%

授業計画

理科a
学習内容・学習単元・学習到達目標等

理科ｂ
学習内容・学習単元・学習到達目標等

実験・ 観察に取り 組む姿勢

実験・ 観察プリ ント やレポート

評価規準

自然の事物・ 現象を身近なも のと 関連付けながら 基
本的な概念や原理・ 法則などを理解すると と も に、
科学的に探究するために必要な観察、 実験などに関
する基本操作や記録などの基本的な技能を身に付け
ている。

自然の事物・ 現象について、 見通し をも っ て解決する
方法を立案し て観察・ 実験などを行い、 その結果を分
析し て解釈し 、 規則性や関連性などを見いだし て表現
し ているなど、 科学的に探究し ている。

自然の事物・ 現象に進んで関わり 、 見通し をも っ たり
ふり 返っ たり するなど、 科学的に探究し よう と し てい
る。

各観点の授業内
評価方法等

定期考査 定期考査 授業ノ ート

実験・ 観察プリ ント やレポート

評価観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む姿勢

単位数 4
使用教科書
補助教材等

啓林館　 未来へ広がる サイ エン ス　 2

担当者
理科a： 仙洞田 陽子 啓林館　 サイ エン スワーク 　 2

理科b： 磧谷 和樹

教科名 理科 理科a・ b 履修学年 中学・高校 全クラス

学習目標
自然の事物・ 現象に関わり ， 理科の見方・ 考え方を働かせ， 見通し をも っ て観察， 実験を行う こ と などを通し て， 自然の事物・ 現象を科学的に探究するために必要
な資質・ 能力を育成する。

評価方法



科目名 3年

学
期

月
時
間
数

評
価
区
分
1

時
間
数

評
価
区
分
1

＜生命の連続性＞ ＜化学変化と イ オン＞

1章　 生物のふえ方と 成長　 1章　 水溶液と イ オン　

　 　 　 １ ． 生物のふえ方 ２ ． 細胞のふえ方 　 　 　 １ ． 水溶液にすると 電流が流れる物質

2章　 遺伝の規則性と 遺伝子　 　 　 　 ２ ． 電解質の水溶液に電流が流れたと き の変化

　 　 　 １ ． 親の特徴の伝わり 方 　 　 　 ３ ． 電気を帯びた粒子の正体

　 　 　 ２ ． 遺伝のし く み 9～11 9～12

　 　 　 ３ ． 遺伝子の本体 2章　 電池と イ オン　

3章　 生物の種類の多様性と 進化 　 　 　 １ ． 金属のイ オンへのなり やすさ

　 　 　 １ ． 生物の共通性と 多様性 　 　 　 ２ ． 電池のし く み　 　 ３ ． 日常生活と 電池

　 　 　 ２ ． 進化の証拠 3章　 酸・ アルカ リ と 塩　

　 　 　 ３ ． 生物の移り 変わり と 進化 　 　 　 １ ． 酸性やアルカ リ 性の水溶液の性質

10～11 　 　 　 ２ ． 酸性やアルカ リ 性の性質を決めているも の 11

　 　 　 ３ ． 酸性・ アルカ リ 性の強さ

8
＜宇宙を観る＞ 　 　 　 ４ ． 酸と アルカ リ を混ぜたと き の変化

１ 章　 宇宙の天体 　 　 　 ５ ． イ オンで考える中和

　 　 　 １ ． 太陽 ２ ． 太陽系 ＜運動と エネルギー＞

　 　 　 ３ ． 宇宙の広がり

２ 章　 太陽と 恒星の動き 　 　 　 １ ． 水中の物体にはたら く 力

　 　 　 １ ． 太陽の動き 9～11 　 　 　 ２ ． 力の合成 9～11

　 　 　 ２ ． 星座の星の動き 　 　 　 ３ ． 力の分解

３ 章　 月と 金星の動き と 見え方 ２ 章　 物体の運動

　 　 　 １ ． 月の動き と 見え方 　 　 　 １ ． 運動の表し 方

　 　 　 ２ ． 金星の動き と 見え方 　 　 　 ２ ． 水平面上での物体の運動

11～12 　 　 　 ３ ． 斜面上の物体の運動 9～12

2～3 2～3

＜環境＞ 　 　 　 ４ ． 物体間で及ぼし 合う 力

１ 章　 自然界のつり 合い ３ 章　 仕事と エネルギー

２ 章　 さ まざまな物質の利用と 人間 　 　 　 １ ． 仕事

３ 章　 科学技術の発展 　 　 　 ２ ． エネルギー

４ 章　 人間と 環境

５ 章　 持続可能な社会をめざし て ４ 章　 多様なエネルギーと その移り 変わり

５ 章　 エネルギー資源と その利用

12～16 10～15

3

1

学
年
末
考
査

学
年
末
考
査

2 　 　 　 ３ ． 位置エネルギーと 運動エネルギー

3

2

9
2
学
期
中
間
考
査

2
学
期
中
間
考
査

10
１ 章　 力の合成と 分解

11
2
学
期
期
末
考
査

2
学
期
期
末
考
査12

答案返戻・ まと め 答案返戻・ まと め

1

4
1
学
期
中
間
考
査

1
学
期
中
間
考
査

5

6
1
学
期
期
末
考
査

1
学
期
期
末
考
査7

学期末の
各観点比率(%) 50% 30% 20%

授業計画

理科a
学習内容・学習単元・学習到達目標等

理科ｂ
学習内容・学習単元・学習到達目標等

実験・ 観察に取り 組む姿勢

実験・ 観察プリ ン ト やレ ポート

評価規準

自然の事物・ 現象の特徴に着目し ながら 、 基本的な
概念や原理・ 法則などを 理解する と と も に、 科学的
に探究する ために必要な観察、 実験などに関する 基
本操作や記録などの基本的な技能を 身に付けてい
る 。

自然の事物・ 現象について、 観察・ 実験などを 行い、
その結果や資料を を 分析し て解釈し 、 規則性や関連性
などを 見いだし て表現し ている と と も に、 探究の過程
を ふり 返る など、 科学的に探究し ている 。

自然の事物・ 現象に進んで関わり 、 見通し を も っ たり
ふり 返っ たり する など、 科学的に探究し よ う と し てい
る 。

各観点の授業内
評価方法等

定期考査 定期考査 授業ノ ート

実験・ 観察プリ ン ト やレ ポート

学習目標
自然の事物・ 現象に関わり ， 理科の見方・ 考え方を 働かせ， 見通し を も っ て観察， 実験を 行う こ と などを 通し て， 自然の事物・ 現象を 科学的に探究する ために必
要な資質・ 能力を 育成する 。

評価方法
評価観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む姿勢

単位数 4
使用教科書
補助教材等

啓林館　 未来へ広がるサイ エンス　 3

担当者
理科a： 水庭聡一 啓林館　 サイ エンスワーク  3

理科b： 加藤　 学

教科名 理科 理科a・ b 履修学年 中学・高校
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